
(57)【要約】

【課題】

　内視鏡の挿入部の取り出し及び収納の際、挿入部の先

端部分である先端部、湾曲部及び可撓管部の先端側が必

要以上の負荷が与えられず、挿入部の先端部分の取り出

し及び収納が容易とされ、かつ内視鏡の不使用時に挿入

部が移動などによる各種の衝撃から保護する内視鏡装置

の提供。

【解決手段】

　可撓性を有し、細長な挿入部を備えた内視鏡と、内視

鏡の挿入部を外周面部に巻き取る回動制御機能を有する

ドラム部と、ドラム部を回動自在な状態で保持するフレ

ーム部と、ケース本体を形成する収納ケースと、収納ケ

ースの開口側に設けられ、ドラム部の上面側の少なくと

も一部を覆うフロントパネルと、収納ケースの外側から

ドラム部を回動するためのハンドル部とを備え、フロン

トパネルに設けられ、挿入部が延出される挿入部出口部

と、挿入部出口部に設けられ、挿入部の先端部分が収納

されるガイド部とを具備する内視鏡装置。

【選択図】図１

JP 2005-326584 A 2005.11.24



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 可 撓 性 を 有 し 、 細 長 な 挿 入 部 を 備 え た 内 視 鏡 と 、 該 内 視 鏡 の 前 記 挿 入 部 を 外 周 面 部 に 巻
き 取 る 回 動 制 御 機 能 を 有 す る ド ラ ム 部 と 、 該 ド ラ ム 部 を 回 動 自 在 な 状 態 で 保 持 す る フ レ ー
ム 部 と 、 ケ ー ス 本 体 を 形 成 す る 収 納 ケ ー ス と 、 該 収 納 ケ ー ス の 開 口 側 に 設 け ら れ 、 前 記 ド
ラ ム 部 の 上 面 側 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う フ ロ ン ト パ ネ ル と 、 前 記 収 納 ケ ー ス の 外 側 か ら 前
記 ド ラ ム 部 を 回 動 す る た め の ハ ン ド ル 部 と を 具 備 す る 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 フ ロ ン ト パ ネ ル に 設 け ら れ 、 前 記 挿 入 部 が 延 出 さ れ る 挿 入 部 出 口 部 と 、
　 該 挿 入 部 出 口 部 に 設 け ら れ 、 前 記 挿 入 部 の 先 端 部 分 が 収 納 さ れ る ガ イ ド 部 と 、 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ド ラ ム 部 の 前 記 外 周 面 部 か ら 前 記 ド ラ ム 部 の 外 周 側 に 向 か っ て 離 間 し た 位 置 に 設 け
ら れ 、 前 記 ド ラ ム 部 に 巻 回 さ れ る 前 記 挿 入 部 を 保 持 す る 保 持 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 さ れ る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 保 持 部 は 、 前 記 挿 入 部 が 前 記 ド ラ ム 部 に 弛 み な く 巻 回 す る こ と が で き る よ う に 前 記
ド ラ ム 部 の 前 記 外 周 面 部 か ら 前 記 ド ラ ム 部 の 外 側 に 向 か っ て 離 間 し た 位 置 に 少 な く と も １
つ が 周 設 さ れ る こ と 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 さ ら に 、 前 記 ガ イ ド 部 の 長 手 方 向 の 軸 に 対 し て 略 垂 直 方 向 の 長 手 方 向 軸 を 有 す る 、 前 記
ガ イ ド 部 の 動 き を 規 制 す る た め の ガ イ ド 部 規 制 部 を 有 す る こ と を 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の
い ず れ か に 記 載 さ れ る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 さ ら に 、 前 記 挿 入 部 の 軸 方 向 に 対 し て 略 直 交 す る 方 向 の 長 手 方 向 軸 を 有 す る 、 前 記 挿 入
部 を 狭 挿 す る 夫 々 ２ つ の 挿 入 部 ガ イ ド 部 を 有 す る こ と を 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か
に 記 載 さ れ る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ガ イ ド 部 は 、 ２ つ の フ ラ ン ジ を 有 し 、 該 ２ つ の フ ラ ン ジ 間 は 前 記 ガ イ ド 部 の 軸 方 向
に お い て 前 記 挿 入 部 出 口 部 の 開 口 部 の 肉 厚 よ り も 大 き い 間 隔 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か 記 載 さ れ る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 さ ら に 、 前 記 凸 部 の 外 表 面 に 設 け ら れ る 前 記 フ ロ ン ト パ ネ ル か ら 離 間 す る 方 向 に 伸 縮 自
在 な 部 材 で あ っ て ２ つ の 孔 を 有 す る 挿 入 部 カ バ ー を 有 し 、
　 該 挿 入 部 カ バ ー の 前 記 ２ つ の 孔 及 び 前 記 凸 部 の 孔 に 前 記 ガ イ ド 部 が 挿 通 す る よ う に 設 け
ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 さ れ る 内 視 鏡 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 巻 回 す る ド ラ ム 部 を 収 納 ケ ー ス 内 に 収 め た 内 視 鏡 装 置 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 医 療 分 野 及 び 工 業 分 野 に お い て 、 細 長 な 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 が 広
く 使 用 さ れ て い る 。 こ の 内 視 鏡 の 細 長 な 挿 入 部 の 先 端 側 に は 湾 曲 自 在 な 湾 曲 部 が 設 け ら れ
て い る 。 こ の 湾 曲 部 は 、 挿 入 部 内 に 挿 通 さ せ た ア ン グ ル ワ イ ヤ な ど の 牽 引 部 材 を 牽 引 弛 緩
さ せ る こ と に よ っ て 、 湾 曲 動 作 す る 。 ま た 、 内 視 鏡 の 先 端 部 内 に は 、 被 検 部 位 の 観 察 の た
め の 撮 像 装 置 な ど の 損 傷 し 易 い 装 置 な ど が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 っ て 、 内 視 鏡 の ユ ー ザ が 内 視 鏡 装 置 を 移 動 、 運 搬 、 保 管 な ど す る 際 、 落 下 又 は 振 動 に
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よ る 衝 撃 な ど か ら 内 視 鏡 の 先 端 部 、 湾 曲 部 並 び に 可 撓 管 部 の 先 端 側 の 表 面 及 び 内 部 に 負 荷
が 加 わ っ て も 、 損 傷 す る こ と が な い よ う に す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 に 、 工 業 用 内 視 鏡 装 置 は 、 使 用 又 は 保 管 の 際 に 工 場 内 の 移 動 、 離 隔 地 へ の 運 搬 な ど が
頻 繁 に 行 わ れ る 。 従 っ て 、 工 業 用 内 視 鏡 装 置 に は 、 各 種 振 動 及 び 衝 撃 な ど か ら 内 視 鏡 の 先
端 部 分 な ど を 保 護 す る た め に 、 内 視 鏡 装 置 の フ ロ ン ト パ ネ ル 面 に 挿 入 部 の 先 端 部 分 を 収 納
す る 先 端 収 納 部 が 設 け ら れ る 工 業 用 内 視 鏡 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ２ ０ ０ ３ － １ ３ ５ ３ ７ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 特 開 平 ２ ０ ０ ３ － １ ３ ５ ３ ７ ０ 号 公 報 の 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 ユ ー ザ は
、 フ ロ ン ト パ ネ ル に 設 け ら れ る 先 端 収 納 部 に 内 視 鏡 の 先 端 部 及 び 湾 曲 部 を 収 納 す る 際 、 内
視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 側 を 掴 持 し S字 な ど の 形 状 に 屈 曲 さ せ な が ら 、 先 端 収 納 部 に 先 端 部 及
び 湾 曲 部 を 挿 入 し な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 ユ ー ザ は 、 こ の 内 視 鏡 装 置 を 使 用 す る 際 、 内
視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 部 分 を 掴 持 及 び S字 に 屈 曲 さ せ な が ら 、 先 端 収 納 部 か ら 先 端 部 及 び 湾
曲 部 を 取 り 出 す 。 こ の た め 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 部 分 は 必 要 以 上 の 負 荷 が 与 え ら れ 、 損
傷 を 受 け る お そ れ が あ る 。 さ ら に 、 先 端 収 納 部 へ の 挿 入 又 は 先 端 収 納 部 か ら の 取 り 出 し の
際 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 部 分 は 、 先 端 収 納 部 の 内 部 壁 面 に ぶ つ か り 、 損 傷 を 受 け る お そ
れ も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 本 発 明 は 内 視 鏡 装 置 の 取 り 出 し 時 又 は
収 納 時 に お い て 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 部 分 、 先 端 部 及 び 湾 曲 部 に 必 要 以 上 の 負 荷 が 与 え ら
れ る こ と な く 、 さ ら に 内 視 鏡 装 置 の 移 動 な ど に お け る 各 種 の 衝 撃 な ど か ら そ れ ら の 損 傷 を
防 止 で き 、 か つ 内 視 鏡 の 先 端 部 な ど の 取 り 出 し 及 び 収 納 が 容 易 な 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ
と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 装 置 は 、 可 撓 性 を 有 し 、 細 長 な 挿 入 部 を 備 え た 内 視 鏡 と 、 該 内 視 鏡
の 前 記 挿 入 部 を 外 周 面 部 に 巻 き 取 る 回 動 制 御 機 能 を 有 す る ド ラ ム 部 と 、 該 ド ラ ム 部 を 回 動
自 在 な 状 態 で 保 持 す る フ レ ー ム 部 と 、 ケ ー ス 本 体 を 形 成 す る 収 納 ケ ー ス と 、 該 収 納 ケ ー ス
の 開 口 側 に 設 け ら れ 、 前 記 ド ラ ム 部 の 上 面 側 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う フ ロ ン ト パ ネ ル と 、
前 記 収 納 ケ ー ス の 外 側 か ら 前 記 ド ラ ム 部 を 回 動 す る た め の ハ ン ド ル 部 と を 具 備 す る 内 視 鏡
装 置 で あ っ て 、 前 記 フ ロ ン ト パ ネ ル に 設 け ら れ 、 前 記 挿 入 部 が 延 出 さ れ る 挿 入 部 出 口 部 と
、
　 該 挿 入 部 出 口 部 に 設 け ら れ 、 前 記 挿 入 部 の 先 端 部 分 が 収 納 さ れ る ガ イ ド 部 と を 具 備 す る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 装 置 に よ れ ば 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 取 り 出 し 時 及 び 収 納 時 に お い て 、
挿 入 部 の 先 端 部 分 で あ る 先 端 部 、 湾 曲 部 及 び 可 撓 管 部 の 先 端 側 が 必 要 以 上 の 負 荷 が 与 え ら
れ ず 、 挿 入 部 の 先 端 部 分 の 取 り 出 し 及 び 収 納 が 容 易 と さ れ 、 か つ 内 視 鏡 の 不 使 用 時 に 挿 入
部 が 移 動 な ど に よ る 各 種 の 衝 撃 か ら 保 護 す る こ と が で き る 内 視 鏡 装 置 を 実 現 す る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 装 置 １ の 構 成 を 説 明 す る た め の 図 で あ
る 。   
　 図 １ に 示 す よ う に 内 視 鏡 装 置 １ は 、 可 撓 性 を 有 す る 細 長 の 挿 入 部 ２ ａ を 備 え た 工 業 用 内
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視 鏡 （ 以 下 、 内 視 鏡 と い う ） ２ と 、 こ の 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ を 円 筒 の 外 周 表 面 部 ３ ａ に
巻 き 取 る ド ラ ム 部 ３ と 、 こ の ド ラ ム 部 ３ を 回 動 自 在 な 状 態 で 保 持 す る フ レ ー ム 部 ４ と 、 こ
の フ レ ー ム 部 ４ に 設 け ら れ 、 各 種 ス イ ッ チ 、 コ ネ ク タ 類 、 Ａ Ｃ ケ ー ブ ル ５ ａ 等 が 収 納 さ れ
る 収 納 部 ５ ｃ を 有 す る フ ロ ン ト パ ネ ル ５ と 、 こ の フ ロ ン ト パ ネ ル ５ に ケ ー ブ ル ６ ａ を 介 し
て 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ （ 以 下 、 リ モ コ ン と い う ） ６ と 、 伸 縮 式 の
ポ ー ル ７ ａ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ た モ ニ タ ７ と 、 収 納 さ れ る 機 器 に 加 わ る 衝 撃 力 を 抑 え る
緩 衝 材 等 を 備 え た 収 納 ケ ー ス ８ と 、 フ ロ ン ト パ ネ ル ５ に 設 け ら れ 、 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 部 分
を 挿 通 配 置 す る 孔 で あ る 開 口 部 を 有 す る 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 フ ロ ン ト パ ネ ル ５ の 表 面 か ら は 、 商 用 電 源 に 接 続 す る た め の Ａ Ｃ ケ ー ブ ル ５ ａ が
延 出 し て い る 。 リ モ コ ン ６ に は 、 挿 入 部 ２ ａ の 湾 曲 部 １ ２ を 湾 曲 さ せ る 際 に 操 作 さ れ る 湾
曲 操 作 ス イ ッ チ ６ ０ を 構 成 す る 湾 曲 レ バ ー ６ １ 、 電 源 Ｏ Ｎ ボ タ ン ６ ２ 等 の 各 種 操 作 器 が 設
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 フ ロ ン ト パ ネ ル ５ に は 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ が 延 出 さ れ 、 挿 入 部 出 口 部 １ ０
０ を 有 す る 凸 部 ５ ｂ が 設 け ら れ る 。 こ の 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ は 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ を
挿 入 す る こ と が で き る 内 径 を 有 す る 開 口 部 で あ っ て 、 所 定 の 剛 性 を 有 す る 軟 性 の 管 で あ る
ガ イ ド 部 １ ０ １ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 収 納 ケ ー ス ８ は 、 ケ ー ス 本 体 を 形 成 す る 箱 体 ８ ａ と 蓋 体 ８ ｂ と で 構 成 さ れ て い る 。 こ の
箱 体 ８ ａ の 側 面 に は 、 ド ラ ム 部 ３ を 回 動 す る た め の ハ ン ド ル 部 １ ０ ３ が 設 け ら れ て い る 。
  
　 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ は 、 先 端 側 か ら 順 に 硬 性 の 先 端 部 １ １ と 、 こ の 先 端 部 １ １ を 所 望
の 方 向 に 向 け る た め の 湾 曲 自 在 な 湾 曲 部 １ ２ と 、 細 長 な 柔 軟 性 を 有 す る 可 撓 管 部 １ ３ と に
よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 内 視 鏡 ２ の 後 端 は 、 ド ラ ム 部 ３ と 接 続 さ れ て い る 。 こ の ド
ラ ム 部 ３ の 空 間 内 部 に は 、 内 視 鏡 ２ の 照 明 光 伝 送 手 段 で あ る 図 示 し な い ラ イ ト ガ イ ド に 照
明 光 を 供 給 す る 光 源 部 １ ４ と 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 部 １ １ に 設 け た 図 示 し な い 撮
像 素 子 に 対 す る 信 号 処 理 を 行 う カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト １ ５ （ 以 下 、 Ｃ Ｃ Ｕ １ ５ と い
う ） と 、 挿 入 部 ２ ａ の 湾 曲 部 １ ２ を 電 動 で 湾 曲 駆 動 さ せ る 駆 動 機 構 を 備 え た 電 動 湾 曲 装 置
１ ６ と 、 リ モ コ ン ６ に 設 け た 湾 曲 操 作 ス イ ッ チ ６ ０ か ら の 操 作 指 示 信 号 に 基 づ き 、 電 動 湾
曲 装 置 １ ６ を 駆 動 制 御 し て 湾 曲 部 １ ２ の 湾 曲 状 態 を 制 御 す る 電 動 湾 曲 回 路 部 １ ７ 等 が 収 納
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ が ド ラ ム 部 ３ の 外 周 表 面 部 ３ ａ に 巻 回 さ れ 、 挿 入 部 ２ ａ
の 先 端 部 分 が ガ イ ド 部 １ ０ １ に 収 納 さ れ て い る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。   
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 収 納 ケ ー ス ８ の 箱 体 ８ ａ に は 、 こ の 箱 体 ８ ａ の 上 部 に 設 け ら れ る フ
ロ ン ト パ ネ ル ５ と 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ が 巻 回 さ れ て い る ド ラ ム 部 ３ な ど を 保 持 し て い
る フ レ ー ム 部 ４ と 、 ド ラ ム 部 ３ の 外 周 側 に 設 け ら れ る 複 数 の 保 持 部 １ ０ ２ （ 保 持 部 １ ０ ２
は 、 図 ２ に 示 す 保 持 部 １ ０ ２ ｃ が 含 ま れ る 。 ） １ ０ ２ と 、 フ ロ ン ト パ ネ ル ５ 側 に ガ イ ド 部
規 制 部 １ ０ ２ ａ 及 び ２ つ の 挿 入 部 ガ イ ド 部 材 １ ０ ２ ｂ と が 設 け ら れ て い る 。 ガ イ ド 部 規 制
部 １ ０ ２ ａ 及 び 挿 入 部 ガ イ ド 部 材 １ ０ ２ ｂ は 、 ド ラ ム 部 ３ に 巻 回 さ れ る 挿 入 部 ２ ａ の 長 手
軸 と ほ ぼ 垂 直 な 長 手 軸 を 有 す る 円 柱 状 の 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 フ ロ ン ト パ ネ ル ５ は 、 凸 部 ５ ｂ を 有 し 、 こ の 凸 部 ５ ｂ の 面 取 り さ れ て い る 面 に 開 口 部 で
あ る 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ が 設 け ら れ る 。 こ の 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ に ガ イ ド 部 １ ０ １ が ド ラ
ム 部 ３ 側 に 延 出 す る よ う に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の ガ イ ド 部 １ ０ １ の 一 端 に は 、 ２ つ の フ ラ ン ジ が 設 け ら れ 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の
先 端 部 分 を 収 納 で き る 所 定 の 内 径 及 び 長 さ を 有 す る 。 ま た 、 こ の ガ イ ド 部 １ ０ １ は 、 一 端
が 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ に 設 け ら れ た 状 態 に お い て 、 他 端 が 近 傍 に 設 け ら れ る ２ つ の 挿 入 部
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ガ イ ド 部 材 １ ０ ２ ｂ に 接 触 し な い 長 さ を 有 す る 。 さ ら に 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ の 外 周 面 の 径 は
、 フ ロ ン ト パ ネ ル ５ の 凸 部 ５ ｂ の 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ の 孔 径 よ り 若 干 に 小 さ い 。 つ ま り 、
ガ イ ド 部 １ ０ １ は 、 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ と の ク リ ア ラ ン ス が 設 け ら れ る 状 態 に 貫 挿 さ れ 、
後 述 す る ２ つ の フ ラ ン ジ に よ っ て 遊 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ ら ２ つ の フ ラ ン ジ は 、 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ の 孔 径 よ り も 大 き い 外 径 を 有 し て い る 。
そ れ ら の う ち 、 一 方 の フ ラ ン ジ は 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ の 先 端 開 口 面 の 外 周 部 に 設 け ら れ 、 他
方 の フ ラ ン ジ が ガ イ ド 部 １ ０ １ の 外 周 部 で あ っ て 、 先 端 面 側 か ら 後 端 側 に 向 け て フ ロ ン ト
パ ネ ル ５ の 凸 部 ５ ｂ の 肉 厚 よ り 大 き い 所 定 の 間 隔 だ け 離 さ れ た 位 置 に 設 け ら れ る 。 ガ イ ド
部 １ ０ １ は 、 こ れ ら の ２ つ の フ ラ ン ジ が 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ の 周 り に あ る 凸 部 ５ ｂ の 外 側
面 と 内 側 面 を 挟 む よ う に 、 フ ロ ン ト パ ネ ル ５ の 凸 部 ５ ｂ に 遊 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 複 数 の 保 持 部 １ ０ ２ は 、 ほ ぼ 等 間 隔 に お い て ド ラ ム 部 ３ の 外 周 面 部 ３ ａ の ほ ぼ 全 周 を 囲
む よ う に 周 設 さ れ 、 各 保 持 部 １ ０ ２ は 摩 擦 抵 抗 の 低 い 略 円 柱 状 の 硬 質 部 材 で あ る 。 ま た 、
ガ イ ド 部 規 制 部 １ ０ ２ ａ は 、 図 ２ に 示 す よ う に ガ イ ド 部 １ ０ １ が 当 接 し て 、 下 か ら 支 え る
よ う に 、 か つ ド ラ ム 部 ３ の 外 周 面 部 ３ ａ か ら 所 定 の 距 離 だ け 離 れ て 設 け ら れ る 。 こ の ガ イ
ド 部 規 制 部 １ ０ ２ ａ は 、 保 持 部 １ ０ ２ と 同 等 の 材 質 か ら な る 所 定 の 外 径 を 有 す る 略 円 柱 部
材 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ２ つ の 挿 入 部 ガ イ ド 部 材 １ ０ ２ ｂ は 、 ド ラ ム 部 ３ と ガ イ ド 部 １ ０ １ の 間 で あ っ て 、 ド ラ
ム 部 ３ 側 の １ つ が ド ラ ム 部 ３ か ら 所 定 の 距 離 だ け 離 れ て 設 け ら れ る 保 持 部 １ ０ ２ と 同 等 の
部 材 で あ る 。 こ れ ら ２ つ の 挿 入 部 ガ イ ド 部 材 １ ０ ２ ｂ は 、 夫 々 対 向 す る 外 周 面 間 の 距 離 が
、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 外 径 と ほ ぼ 同 一 又 は 若 干 の ク リ ア ラ ン ス を 有 し て 設 け ら れ る 。
２ つ の 挿 入 部 ガ イ ド 部 材 １ ０ ２ ｂ は 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ を ド ラ ム 部 ３ の 外 周 表 面 部 ３
ａ に 滑 ら か に 巻 回 で き る よ う に ガ イ ド 部 １ ０ １ か ら ド ラ ム ３ に 向 か っ て 一 定 の 方 向 に 保 ち
、 さ ら に 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 引 き 出 し 時 及 び 収 納 時 に お い て 、 挿 入 部 ２ ａ に 必 要 以 上
の 負 荷 を 与 え な い よ う に 位 置 決 め さ れ て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 装 置 １ に お け る 動 作 に つ い て 説 明 す る 。   
　 図 １ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ が フ ロ ン ト パ ネ ル ５ の 凸 部 ５ ｂ に 設 け ら れ る
挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ か ら 内 視 鏡 装 置 １ の 外 部 に 引 き 出 さ れ た 状 態 に よ っ て 検 査 対 象 物 の 内
視 鏡 検 査 が お こ な わ れ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 装 置 １ の 不 使 用 時 及 び 使 用 前 は 、 内
視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 部 分 が ガ イ ド 部 １ ０ １ の 内 部 に 収 納 さ れ て い る 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ユ ー ザ は 、 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 装 置 １ を 使 用 し 検 査 対 象 物 の 検 査 を 開 始 す る 際 、 蓋 体
８ ｂ を 開 け 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ に 収 納 さ れ て い る 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 部 分 を 掴 持 す
る た め 、 ハ ン ド ル 部 １ ０ ３ を 反 時 計 回 り に 回 動 す る 。 ハ ン ド ル 部 １ ０ ３ が 回 動 さ れ る こ と
に よ っ て 、 内 部 の ド ラ ム 部 ３ が 反 時 計 回 り に 回 動 さ れ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 ２ ａ の
先 端 部 分 は 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ に 保 持 さ れ た 状 態 が 保 た れ な が ら 、 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ よ り
ド ラ ム 部 ３ と 反 対 側 に 突 出 さ れ る 。 ユ ー ザ は 、 掴 時 で き る 長 さ の 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 部 分 を
挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ か ら 引 き 抜 き 方 向 に 突 出 さ せ た 後 、 ハ ン ド ル 部 １ ０ ３ を 開 放 し 、 挿 入
部 ２ ａ の 先 端 部 分 を 掴 持 し な が ら 挿 入 部 ２ ａ を 内 視 鏡 装 置 １ の 外 部 へ 所 望 の 長 さ に 引 き 出
す 。 そ の 際 、 ド ラ ム 部 ３ は 、 ユ ー ザ に よ っ て 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ が 引 き 出 さ れ て い る 間
に お い て 挿 入 部 ２ ａ の 引 き 出 し に 応 じ て ド ラ ム ３ と 一 体 に 回 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ に 送 り 込 ま れ る 前 の 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ は 、 ド ラ ム 部 ３ の ほ ぼ
全 周 を 囲 む よ う に 周 設 さ れ る 複 数 の 保 持 部 １ ０ ２ に よ っ て 動 き が 規 制 さ れ な が ら 保 持 さ れ
、 ド ラ ム 部 ３ の 外 周 表 面 部 ３ ａ に 接 触 し て い る 。 つ ま り 、 挿 入 部 ガ イ ド 部 材 １ ０ ２ ｂ に 送
り 込 ま れ る 前 の 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 外 周 表 面 部 ３ ａ に そ の 外 周 表 面 の
一 部 が 常 に 接 触 し て い る 状 態 が 保 た れ な が ら 、 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 に 応 じ て 回 動 さ れ る 。 こ
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の た め 、 ド ラ ム 部 ３ の 外 周 表 面 に 巻 回 さ れ て い る 挿 入 部 ２ ａ は 、 弛 む こ と な く ス ム ー ズ に
挿 入 部 ガ イ ド 部 材 １ ０ ２ ｂ に 送 り 込 ま れ る 。 こ の 挿 入 部 ガ イ ド 部 材 １ ０ ２ ｂ に 送 り 込 ま れ
た 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ は 、 挿 入 部 ガ イ ド 部 材 １ ０ ２ ｂ が ガ イ ド 部 １ ０ １ の 後 端 面 の 近 傍
に 設 け ら れ る た め 、 所 定 の 方 向 が 保 た れ な が ら ガ イ ド 部 １ ０ １ の 後 端 面 か ら ガ イ ド 部 １ ０
１ の 筒 体 の 内 部 に ス ム ー ズ に 送 り 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ガ イ ド 部 １ ０ １ は 、 そ の 外 径 が 凸 部 ５ ｂ の 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ の 孔 径 よ り も 小 さ く 、 先
端 側 の ２ つ の フ ラ ン ジ が 凸 部 ５ ｂ の 板 厚 よ り も 大 き い 所 定 の 間 隔 が 空 け ら れ 挿 入 部 出 口 部
１ ０ ０ の 部 材 を 挟 む こ と に よ っ て 、 上 下 左 右 に 所 定 の 範 囲 に お い て 遊 動 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ガ イ ド 部 １ ０ １ の 下 方 向 の 遊 動 に つ い て 詳 し く 説 明 す れ ば 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ は 、 ガ イ ド
部 規 制 部 １ ０ ２ ａ に よ っ て 、 そ の 外 周 面 部 の 一 部 が 支 持 さ れ る た め 、 ド ラ ム 部 ３ 側 に 近 づ
く こ と な く 遊 動 す る 範 囲 が 制 限 さ れ て い る 。 ま た 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ の 左 右 方 向 の 遊 動 に お
い て 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ は 、 ２ つ の フ ラ ン ジ に よ っ て 、 凸 部 ５ ｂ の 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ の 近
傍 を 支 点 と し て 、 所 定 の 範 囲 に お い て 振 り 遊 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ の 結 果 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ は 、 上 下 方 向 の 動 き が 制 限 さ れ て い る た め 、 ド ラ ム 部 ３ に 接
触 す る こ と な く 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ が ほ ぼ 一 定 の 角 度 を 保 ち な が ら ス ム ー ズ に 引 き 出
さ れ る 。 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ は 、 左 右 方 向 の 振 り 遊 動 に よ っ て 、 ド
ラ ム 部 ３ の 外 周 表 面 部 ３ ａ に 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ が 整 列 に 巻 回 さ れ て い る 方 向 に そ の 後
端 面 が 向 け ら れ る 。 よ っ て 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ の 内 部 へ 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ が 必 要 以 上 の
負 荷 が 加 え ら れ る こ と な く ス ム ー ズ に 引 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ う し て 、 内 視 鏡 装 置 １ は 、 本 体 よ り 挿 入 部 ２ ａ を 引 き 出 さ れ 、 ユ ー ザ に よ っ て 所 定 の
操 作 が さ れ る こ と に よ っ て 検 査 対 象 物 の 検 査 な ど が 行 わ れ る 。   
　 次 に 、 検 査 対 象 物 の 検 査 な ど の 終 了 後 、 引 き 出 し た 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ は 、 内 視 鏡 装
置 １ の 収 納 ケ ー ス ８ に 収 納 さ れ る 。 こ の と き 、 ユ ー ザ は 、 ハ ン ド ル 部 １ ０ ３ を 時 計 回 り に
回 動 す る 。 ハ ン ド ル 部 １ ０ ３ が 回 動 さ れ る こ と に よ っ て 、 装 置 内 部 の ド ラ ム 部 ３ が ハ ン ド
ル 部 １ ０ ３ の 回 動 に 合 わ せ て 時 計 回 り に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 つ ま り 、 ユ ー ザ に よ っ て ハ ン ド ル 部 １ ０ ３ が 回 動 さ れ て い る 間 に お い て 、 ド ラ ム 部 ３ へ
の 巻 き 取 り 方 向 に 送 り 込 ま れ る 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ は 、 前 述 し た ド ラ ム 部 ３ の ほ ぼ 全 周
を 囲 む よ う に 周 設 さ れ た 複 数 の 保 持 部 １ ０ ２ に よ っ て 動 き が 規 制 さ れ な が ら 保 持 さ れ 、 ド
ラ ム 部 ３ の 外 周 表 面 部 ３ ａ に 順 に 巻 き 取 ら れ る 。 従 っ て 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ に 巻 き 取 り 方 向
に 送 り 込 ま れ る 挿 入 部 ２ ａ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 外 周 表 面 部 ３ ａ に そ の 外 周 表 面 が 常 に 接 触 し
て い る 状 態 を 保 つ よ う に 巻 き 取 ら れ る 。 こ の た め 、 挿 入 部 ２ ａ は 、 弛 む こ と な く ド ラ ム 部
３ の 外 周 表 面 部 ３ ａ に 巻 回 さ れ る 。 こ の 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ が ド ラ ム 部 ３ に 巻 き 取 ら れ
て い る 際 、 前 述 し た よ う に 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ は 、 凸 部 ５ ｂ の 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ の 近 傍 を
支 点 と し て 、 必 要 以 上 の 上 下 方 向 の 振 り 遊 動 が 制 限 さ れ 、 所 定 の 左 右 方 向 の 振 り 遊 動 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ の 結 果 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ が ド ラ ム 部 ３ へ の 巻 き 取 ら れ る 際 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ は
、 ド ラ ム 部 ３ に 接 触 す る こ と な く 、 挿 入 部 ２ ａ が ほ ぼ 一 定 の 巻 き 取 り 角 度 が 保 た れ な が ら
ド ラ ム 部 ３ の 外 周 表 面 部 ３ ａ 側 に 挿 通 さ れ る 。 ま た 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ は 、 左 右 方 向 の 振 り
遊 動 が で き る た め 、 ド ラ ム 部 ３ の 外 周 表 面 部 ３ ａ に 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ が 図 ５ に 示 す よ
う な 整 列 状 態 に 巻 き 取 ら れ る よ う に 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ の 後 端 部 側 が 所 望 の 方 向 に 振 り 遊 動
す る 。 こ れ ら の こ と に よ り 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ は 、 必 要 以 上 の 負 荷 が 加 え ら れ る こ と
な く 、 図 ５ に 示 す よ う に ド ラ ム 部 ３ の 外 周 表 面 部 ３ ａ に ス ム ー ズ に 整 列 に 巻 回 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 そ し て 、 ユ ー ザ は 、 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 部 分 が フ ロ ン ト パ ネ ル ５ の 凸 部 ５ ｂ の 近 傍 に 達 せ
ら れ る ま で ハ ン ド ル 部 １ ０ ３ を 時 計 回 り に 回 動 さ せ る 。 こ う し て 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ
は 、 順 に 箱 体 ４ の 内 部 の ド ラ ム 部 ３ に 巻 き 取 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 ユ ー ザ は 、 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ に 設 け ら れ る ガ イ ド 部 １ ０ １ の 内 部 に 挿 入 部 ２ ａ
の 先 端 部 分 が 収 納 さ れ る の を 確 認 し 、 ハ ン ド ル 部 １ ０ ３ の 回 動 を 停 止 す る こ と に よ っ て 内
視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 巻 き 取 り が 終 了 す る 。 ま た 、 ド ラ ム 部 ３ の 所 定 の 回 動 数 が 決 め ら れ
て い る た め 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ は 、 ド ラ ム 部 ３ に 設 け ら れ た 回 動 制 御 機 能 に よ っ て 、
所 定 の 巻 き 取 り 長 を 超 え て ド ラ ム 部 ３ に 巻 き 取 ら れ る こ と は な い 。 つ ま り 、 ガ イ ド 部 １ ０
１ に 収 納 さ れ る 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 部 分 は 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ 内 の 所 定 の 位 置 以 上
に お い て ド ラ ム 部 ３ 側 に 移 動 す る こ と が 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 最 後 に 、 ユ ー ザ は 、 各 種 ス イ ッ チ な ど を 所 定 の 位 置 に 収 納 し 、 蓋 体 ８ ｂ を 閉 じ る こ と に
よ っ て 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 １ の 使 用 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 装 置 １ に よ れ ば 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ は
、 フ ロ ン ト パ ネ ル ５ に 設 け ら れ る ガ イ ド 部 １ ０ １ を 有 す る 凸 部 ５ 内 に そ の 先 端 部 分 が 全 て
収 納 さ れ る 。 つ ま り 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ 全 体 は 、 ケ ー ス 本 体 の 緩 衝 材 等 を 備 え た 収 納
ケ ー ス ８ 内 に 収 納 さ れ 、 か つ 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ に 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 部 分 が 収 納 及 び 保 持 さ
れ る た め 、 内 視 鏡 装 置 １ が 移 動 な ど さ れ る 際 に 生 じ る 各 種 の 衝 撃 か ら 挿 入 部 ２ ａ 全 体 を 保
護 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ユ ー ザ は 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ を ド ラ ム 部 ３ へ 巻 き 取 り 収
納 す る 際 、 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 部 分 に 必 要 以 上 の 負 荷 を 与 え る こ と な く 容 易 に ガ イ ド 部 １ ０
１ に 収 納 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ユ ー ザ は 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 部 分 に 必 要
以 上 の 負 荷 を 与 え る こ と な く 、 挿 入 部 ２ ａ を 収 納 ケ ー ス ８ か ら 容 易 に 引 き 出 す こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ の 内 面 及 び 外 面 は 、 摩 擦 抵 抗 の 少 な い 硬 質 部 材 な ど で あ っ て も 良 い
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 フ ロ ン ト パ ネ ル ５ は 、 上 述 の 凸 部 ５ ｂ で は な く 挿 入 部 出 口 部
１ ０ ０ を 有 す る 凹 部 ５ ｄ を 有 し 、 こ の 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ に ガ イ ド 部 １ ０ １ が ド ラ ム 部 ３
側 に 延 出 す る よ う に 設 け ら れ て も 良 い 。   
　 さ ら に 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 フ ロ ン ト パ ネ ル ５ は 、 上 述 の 凸 部 ５ ｂ を 有 さ ず 、 挿 入 部 出
口 部 １ ０ ０ の み を 有 し 、 こ の 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ に ガ イ ド 部 １ ０ １ が ド ラ ム 部 ３ 側 に 延 出
す る よ う に 設 け ら れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 ２ の 先 端 部 １ １ が 湾 曲 部 １ ２ 及 び 可 撓 管 部 １ ３ よ り 径
が 大 き い 場 合 、 内 視 鏡 装 置 １ は 、 回 転 制 御 機 能 を 有 し な く と も 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ の 内 側 に
内 視 鏡 ２ の 先 端 部 １ １ の 基 端 側 が 当 接 す る 突 起 部 １ ０ １ ａ を 設 け て も 良 い 。 従 っ て 、 内 視
鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ は 、 必 要 以 上 に ド ラ ム 部 ３ に 巻 き 取 ら れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 本 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 １ の 変 形 例 で あ っ て 、 第 １ の 実 施
の 形 態 の 内 視 鏡 装 置 １ と 同 じ 構 成 要 素 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し 説 明 は 省 略 す る 。   
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 カ バ ー １ １ ０ は 、 フ ロ ン ト パ ネ ル ５ に 設 け ら れ る 凸 部 ５ ｂ の
面 取 り さ れ て い る 外 側 面 に 設 け ら れ る 。 こ の 挿 入 部 カ バ ー は 、 先 端 部 及 び 後 端 部 に ２ つ の
開 口 を 有 し 、 周 囲 に 蛇 腹 部 を 有 し 、 先 端 部 か ら 後 端 部 の 軸 方 向 に お い て 、 伸 縮 自 在 な 弾 性
を 有 す る 中 空 の ブ ー ツ で あ る 。 挿 入 部 カ バ ー １ １ ０ に は 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ が 設 け ら れ 、
こ の ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ は 両 端 が 開 放 し て い る 所 定 の 剛 性 を 有 す る 略 筒 状 の 管 で あ る 。 こ の
ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ は 、 一 端 に ２ つ の フ ラ ン ジ が 設 け ら れ 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 部
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分 を 収 納 で き る 所 定 の 内 径 及 び 長 さ を 有 す る 。 ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ の 全 長 は 、 挿 入 部 カ バ ー
１ １ ０ の 先 端 部 か ら 後 端 部 ま で の 長 さ 以 上 で あ っ て 、 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ と ド ラ ム 部 ３ の
距 離 よ り 短 い 長 さ を 有 し 、 外 周 面 の 径 が フ ロ ン ト パ ネ ル ５ の 凸 部 ５ ｂ の 挿 入 部 出 口 部 １ ０
０ の 開 口 よ り 若 干 に 小 さ い 。 つ ま り 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ は 、 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ と の ク リ
ア ラ ン ス が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら ２ つ の フ ラ ン ジ は 、 挿 入 部 カ バ ー １ １ ０ の 開 口 よ り も
大 き い 外 径 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 一 方 の フ ラ ン ジ （ 以 下 、 先 端 フ ラ ン ジ と い う ） は 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ の 先 端 開 口 部 の 外
周 部 に 設 け ら れ る 。 ま た 、 他 方 の フ ラ ン ジ （ 以 下 、 後 端 フ ラ ン ジ と い う ） は 、 先 端 フ ラ ン
ジ の 挿 入 部 カ バ ー １ １ ０ と 接 す る 面 か ら 先 端 面 側 か ら 後 端 面 側 に 向 か っ て 、 挿 入 部 カ バ ー
１ １ ０ の 肉 厚 と ほ ぼ 同 じ 長 さ だ け 離 れ た 位 置 に 、 先 端 フ ラ ン ジ と 対 向 す る 面 が 位 置 す る よ
う に ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ の 外 周 部 に 設 け ら れ る 。 こ の ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ は 、 こ れ ら の 先 端 フ
ラ ン ジ と 後 端 フ ラ ン ジ が 挿 入 部 カ バ ー １ １ ０ の 先 端 面 側 の 開 口 部 の 周 り に あ る 外 側 面 と 内
側 面 を 挟 む こ と に よ っ て 、 挿 入 部 カ バ ー １ １ ０ に 凸 部 ５ ｂ に 固 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 挿 入 部 カ バ ー １ １ ０ の 後 端 部 か ら 延 出 す る ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ は 、 凸 部 ５ ｂ の 挿 入 部 出 口
部 １ ０ ０ に 挿 入 す る よ う に 遊 接 さ れ 、 挿 入 部 カ バ ー １ １ ０ の 後 端 面 が ね じ な ど の 固 定 部 材
に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 装 置 １ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。   
　 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 １ の 動 作 に お い て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 装 置 １ と 同 じ 動 作 に
つ い て は 省 略 し て 説 明 す る 。   
　 不 使 用 時 の 内 視 鏡 装 置 １ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 挿 入 部 カ バ ー １ １ ０ に 設 け ら れ る 内 視 鏡
２ の 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 部 分 が 挿 通 し て い る ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ の 内 部 に 収 納 さ れ て い る 状 態
で あ る 。 挿 入 部 カ バ ー １ １ ０ の 先 端 面 に 固 設 す る ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ は 、 挿 入 部 カ バ ー １ １
０ の 側 面 の 蛇 腹 部 に よ っ て 凸 部 ５ ｂ か ら 外 部 に 向 か っ て 常 に 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ユ ー ザ は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 １ を 使 用 し 検 査 対 象 物 の 検 査 を 開 始 す る 際 に 、 蓋 体 ８ ｂ
を 開 け 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ に 収 納 さ れ て い る 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 部 １ １ 又 は 湾 曲
部 １ ２ を 掴 持 す る た め 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 挿 入 部 カ バ ー １ １ ０ を フ ロ ン ト パ ネ ル ５ の 凸
部 ５ ｂ 方 向 に 押 し 込 む 。 こ の 押 し 込 ま れ た 挿 入 部 カ バ ー １ １ ０ の 側 面 の 蛇 腹 部 は 縮 ま さ れ
、 ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ も 挿 通 し て い る 凸 部 ５ ｂ の 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ よ り 凸 部 ５ ｂ の 内 部 に
押 し 込 ま れ る 。 つ ま り 、 挿 入 部 カ バ ー に 固 設 さ れ て い る ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ が 内 視 鏡 装 置 １
の 本 体 ケ ー ス の 内 側 に 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ か ら 突 出 さ れ 、 挿 入 部 カ バ ー １ １ ０ は 最 大 縮 み
長 ま で 収 縮 さ れ る 。 こ の と き 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 部 分 は 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ の
内 部 に 収 納 さ れ て い る そ の 先 端 部 １ １ 及 び 湾 曲 部 １ ２ の 一 部 が 剥 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に ユ ー ザ は 、 挿 入 部 カ バ ー １ １ ０ を 縮 ま せ た 状 態 、 つ ま り 、 側 面 の 蛇 腹 を 縮 ま せ た 状
態 を 保 ち 、 剥 き 出 さ れ た 先 端 部 １ １ 又 は 湾 曲 部 １ ２ を 掴 持 し 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ を 引
き 出 し 、 挿 入 部 カ バ ー １ １ ０ か ら 手 を 放 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 ユ ー ザ に よ っ て 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ が 引 き 出 さ れ て い る
際 、 つ ま り 、 ド ラ ム 部 ３ が 回 動 さ れ て い る 間 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ に 送 り 込 ま れ る 前 の 内 視
鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に し て 複 数 の 保 持 部 １ ０ ２ に よ っ て ド ラ ム
部 ３ の 外 周 表 面 部 ３ ａ に そ の 外 周 表 面 が 常 に 接 触 し て い る 状 態 が 保 た れ る 。 こ の た め 、 ド
ラ ム 部 ３ の 外 周 表 面 に 巻 回 さ れ て い る 挿 入 部 ２ ａ は 、 弛 む こ と な く ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ に 送
り 込 ま れ る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 保 持 部 １ ０ ２ は 、 複 数 に 限 る こ と な く 、 図 ２
に 示 す 保 持 部 １ ０ ２ ｃ だ け で も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 挿 入 部 カ バ ー １ １ ０ は 、 側 面 の 蛇 腹 部 に よ っ て 凸 部 ５ ｂ か ら 外 部 に 向 か っ て 常 に
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ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ を 付 勢 し て い る 。 さ ら に 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ は 、 凸 部 に 設 け ら れ る 挿 入
部 出 口 部 １ ０ ０ の 孔 径 と の 隙 間 に よ っ て 遊 接 さ れ て い る た め 、 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ の 近 傍
を 支 点 と し て 、 所 定 の 上 下 左 右 の 首 振 り 遊 動 が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 従 っ て 、 ユ ー ザ は 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ を 挿 入 部 カ バ ー １ １ ０ の 弾 性 変 形 と 挿 入 部 カ
バ ー １ １ ０ に 固 着 さ れ た ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ の 上 下 左 右 の 遊 動 に よ り 、 所 望 の 引 き 出 し 角 度
に 容 易 に 取 り だ す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ う し て 、 内 視 鏡 装 置 １ は 、 本 体 よ り 挿 入 部 ２ ａ を 引 き 出 さ れ 、 ユ ー ザ に よ っ て 所 定 の
操 作 が さ れ る こ と に よ っ て 検 査 対 象 物 の 検 査 な ど が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 検 査 対 象 物 の 検 査 な ど の 終 了 後 、 ユ ー ザ は 、 引 き 出 し た 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ を
内 視 鏡 装 置 １ の 本 体 に 収 納 す る 。 こ の と き 、 ユ ー ザ は 、 ハ ン ド ル 部 １ ０ ３ を 時 計 回 り に 回
動 し 、 装 置 内 部 の ド ラ ム 部 ３ が 時 計 回 り に 回 動 さ れ る 。 こ う し て 、 ユ ー ザ に よ っ て ド ラ ム
部 ３ が 回 動 し て い る 間 に お い て 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に し
て 、 複 数 の 保 持 部 １ ０ ２ に よ っ て ド ラ ム 部 ３ の 外 周 表 面 部 ３ ａ に 順 に 接 触 保 持 さ れ な が ら
巻 き 取 ら れ る 。 よ っ て 、 挿 入 部 ２ ａ は 、 弛 む こ と な く ド ラ ム 部 ３ の 外 周 表 面 部 ３ ａ に 巻 回
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ は 、 左 右 方 向 の 振 り 遊 動 が で き る た め 、 ド ラ ム 部 ３ の 外 周 表 面
部 ３ ａ に 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ が 整 列 巻 き 取 り さ れ る よ う に 、 所 望 の 方 向 に 振 り 遊 動 す る
。 よ っ て 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ は 、 必 要 以 上 の 負 荷 が 加 え ら れ る こ と な く 、 ド ラ ム 部 ３
の 外 周 表 面 部 ３ ａ に 整 列 巻 取 り さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ し て 、 ユ ー ザ は 、 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 部 分 が フ ロ ン ト パ ネ ル ５ の 凸 部 ５ ｂ の 近 傍 に 達 せ
ら れ る ま で ハ ン ド ル 部 １ ０ ３ を 時 計 回 り に 回 動 さ せ る 。 こ う し て 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ
は 、 順 に 箱 体 ４ の 内 部 の ド ラ ム 部 ３ に 巻 き 取 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 ユ ー ザ は 、 挿 入 部 出 口 部 １ ０ ０ に 設 け ら れ る ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ の 内 部 に 挿 入 部 ２
ａ の 先 端 部 分 が 収 納 さ れ る の を 確 認 し 、 ハ ン ド ル 部 １ ０ ３ の 回 動 を 停 止 す る こ と に よ っ て
内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 巻 き 取 り が 終 了 す る 。 ま た 、 ド ラ ム 部 ３ に 設 け ら れ た 回 動 制 御 機
能 に よ っ て 、 ド ラ ム 部 ３ の 所 定 の 回 動 数 が 決 め ら れ て い る た め 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ は
、 所 定 の 巻 き 取 り 長 を 超 え て ド ラ ム 部 ３ に 巻 き 取 ら れ る こ と は な い 。 つ ま り 、 ガ イ ド 部 １
０ １ ａ に 収 納 さ れ る 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 部 分 は 、 ガ イ ド 部 １ ０ １ ａ 内 の 所 定 の 位
置 以 上 に お い て ド ラ ム 部 ３ 側 に 移 動 す る の が 規 制 さ れ る 。   
　 最 後 に 、 ユ ー ザ は 、 各 種 ス イ ッ チ な ど を 所 定 の 位 置 に 収 納 し 、 蓋 体 ８ ｂ を 閉 じ る こ と に
よ っ て 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 １ の 使 用 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 装 置 １ に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 効 果
に 加 え 、 ユ ー ザ は 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 部 分 に 触 れ る こ と な く 内 視 鏡 装 置 １ の 収
納 ケ ー ス ８ 内 に 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ を 収 納 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 従 っ て 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 収 納 時 又 は 取 り 出 し 時 に お い て 、 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 部
分 に 位 置 す る 先 端 部 １ １ 、 湾 曲 部 １ ２ 及 び 可 撓 管 部 の 先 端 側 が 必 要 以 上 の 負 荷 を 加 え ら れ
る こ と な く 、 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 １ は 、 上 述 し た も の に 限 ら れ る こ と
は な く 以 下 の も の で あ っ て も 良 い 。   
　 ガ イ ド 部 １ ０ １ の 内 面 及 び 外 面 は 、 摩 擦 抵 抗 の 少 な い 硬 質 部 材 な ど で あ っ て も 良 い 。   
　 ま た 、 保 持 部 １ ０ ２ 、 ガ イ ド 部 規 制 部 １ ０ ２ ａ 及 び ド ラ ム 部 ３ 側 と 反 対 側 の 挿 入 部 ガ イ
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ド 部 材 １ ０ ２ ｂ は 、 ロ ー ラ 部 材 の よ う な 回 転 す る も の で あ っ て も 良 い 。   
　 さ ら に 、 ド ラ ム 部 ３ 側 の 挿 入 部 ガ イ ド 部 材 １ ０ ２ ｂ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 外 周 表 面 部 ３ ａ に
巻 回 さ れ て い る 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 表 面 に 触 れ な い 距 離 を 持 っ て 設 け ら れ た 場 合 、 前
述 の よ う に ロ ー ラ 部 材 の よ う な 回 転 す る も の で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ と 、 保 持 部 １ ０ ２ 、 ガ イ ド 部 規 制 部 １
０ ２ ａ 及 び 挿 入 部 ガ イ ド 部 材 １ ０ ２ ｂ と の 摩 擦 が 軽 減 さ れ る 。 従 っ て 、 ユ ー ザ は 内 視 鏡 ２
の 挿 入 部 ２ ａ の 引 き 出 し 又 は 収 納 時 の ド ラ ム 部 ３ の 回 転 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 さ ら に な お 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 保 持 部 １ ０ ２ は 、 １ つ で あ っ て ド ラ ム 部 ３ の 外 周 表
面 部 ３ ａ に 巻 回 さ れ る 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ を 外 周 表 面 部 ３ ａ に 接 す る よ う に 外 周 表 面 部
３ ａ か ら 所 定 の 距 離 を 持 っ て ド ラ ム 部 ３ の 外 周 側 を 囲 む よ う に 設 け ら れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ は 、 そ の 表 面 の 一 部 が 確 実 に ド ラ ム 部 ３ の 外
周 表 面 部 ３ ａ に 接 触 し 、 弛 む こ と が な く ド ラ ム 部 ３ の 外 周 表 面 部 ３ ａ に 巻 回 さ れ る 。 さ ら
に 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ は 、 ほ ぼ 全 体 が 保 持 部 １ ０ ２ に 覆 わ れ 、 確 実 に 保 護 さ れ る た め
、 移 動 な ど に よ る 各 種 の 衝 撃 に よ る 損 傷 が 防 止 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 説 明 す る た め の 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に お け る 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る ガ イ ド 部 の 内 部 に 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端
部 分 が 収 納 さ れ て い る 状 態 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に お け る 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る ガ イ ド 部 の 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に お け る 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る ガ イ ド 部 か ら 内 視 鏡 の 挿 入 部 が 延 出 さ れ
て い る 状 態 を 説 明 す る た め の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に お け る 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 挿 入 部 が ド ラ ム 部 に 整 列 巻 き 取
り さ れ て い る 状 態 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 フ ロ ン ト パ ネ ル の 凹 部 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 凸 部 を 有 し て い な い フ ロ ン ト パ ネ ル に ガ イ ド 部 が 設 け ら れ る 説 明 す る た め の 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 ガ イ ド 部 の 内 面 に 設 け ら れ る 突 起 部 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に お け る 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 挿 入 部 カ バ ー の 構 成 を 説 明 す る た め の 断
面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に お け る 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 挿 入 部 カ バ ー か ら 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先
端 部 分 が 剥 き 出 さ れ た 状 態 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に お け る 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る １ つ の 保 持 部 が 、 ド ラ ム 部 ３
に 巻 回 さ れ る 挿 入 部 の 周 囲 に 設 け ら れ た も の を 説 明 す る た め の 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
１ ・ ・ ・ 内 視 鏡 装 置 ， ２ ・ ・ ・ 内 視 鏡 ， ２ ａ ・ ・ ・ 挿 入 部 ， ３ ・ ・ ・ ド ラ ム 部 ， ３ ａ ・ ・
・ 外 周 表 面 部 ， ４ ・ ・ ・ フ レ ー ム 部 ， ５ ａ ・ ・ ・ ケ ー ブ ル ， ５ ・ ・ ・ フ ロ ン ト パ ネ ル ， ５
ｂ ・ ・ ・ 凸 部 ， ５ ｃ ・ ・ ・ 収 納 部 ， ６ ａ ・ ・ ・ ケ ー ブ ル ， ６ ・ ・ ・ リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ
， ７ ａ ・ ・ ・ ポ ー ル ， ７ ・ ・ ・ モ ニ タ ， ８ ・ ・ ・ 収 納 ケ ー ス ， ８ ａ ・ ・ ・ 箱 体 ， ８ ｂ ・ ・
・ 蓋 体 ， １ １ ・ ・ ・ 先 端 部 ， １ ２ ・ ・ ・ 湾 曲 部 ， １ ３ ・ ・ ・ 可 撓 管 部 ， １ ４ ・ ・ ・ 光 源 部
， １ ６ ・ ・ ・ 電 動 湾 曲 装 置 ， １ ７ ・ ・ ・ 電 動 湾 曲 回 路 部 ， ６ ０ ・ ・ ・ 湾 曲 操 作 ス イ ッ チ ，
６ １ ・ ・ ・ 湾 曲 レ バ ー ， ６ ２ ・ ・ ・ ボ タ ン ， １ ０ ０ ・ ・ ・ 挿 入 部 出 口 部 ， １ ０ １ ， １ ０ １
ａ ・ ・ ・ ガ イ ド 部 ， １ ０ １ ａ ・ ・ ・ 挿 入 部 ガ イ ド 部 材 ， １ ０ １ ・ ・ ・ 挿 入 部 出 口 部 ， １ ０
２ ａ ・ ・ ・ ガ イ ド 部 規 制 部 ， １ ０ ２ ｂ ・ ・ ・ 挿 入 部 ガ イ ド 部 ， １ ０ ２ ・ ・ ・ 保 持 部 ， １ ０
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３ ・ ・ ・ ハ ン ド ル 部 ， １ １ ０ ・ ・ ・ 挿 入 部 カ バ ー ，
代 理 人 　 　 弁 理 士 　 　 伊 　 藤 　 　 進

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种内窥镜装置，其中构成插入部分的顶端部分的
顶端部分和弯曲部分以及柔性管部分的顶端侧在插入部分时不会给予比
所需更多的负载。内窥镜被取出并被​​存储，插入部分的顶端部分的取出
和存储变得容易，并且插入部分还保护内窥镜免于在不使用内窥镜时由
于移动等引起的各种冲击。 。 ŽSOLUTION：内窥镜装置包括具有柔性
且细长的插入部分的内窥镜;具有旋转控制功能的鼓部件，用于将内窥镜
的插入部分卷绕在外周表面部分上;框架部件，用于将鼓部保持在自由旋
转的状态;用于形成壳体主体的储存盒;前面板，设置在存储盒的开口侧，
并且覆盖鼓部的上表面侧的至少一部分;手柄部分用于使鼓部分从存储盒
的外部旋转。内窥镜装置还包括插入部分的出口和引导部分，所述插入
部分设置在前面板上并且所述插入部分被拉伸，所述引导部分设置在所
述插入部分的出口处并且其中插入的顶端部分部分存储。 Ž
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